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京都メディア・アート・ラボは、
価値観のラボステーション。

 
by Kyoto Media Arts Lab.
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◎京都メディア・アート・ラボ 設立にあたって

広瀬之宏  HIROSE-Yukihiro

京都メディア・アート・ラボ設立準備委員会 代表
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魂のジョイント
CON-CANムービーフェスティバル ＋
京都メディア・アート・ラボ

CON-CAN Movie Festival & Kyoto International Indies Cinema

April 2010— 3

◎京都メディア・アート・ラボ 設立にあたって

吉野眞弘  YOSHINO-Masahiro
株式会社メディア総合研究所 代表
CON-CAN国際短編映画祭 実行委員長
京都メディア・アート・ラボ設立準備委員会 副代表
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│
諏
訪
さ
ん
は
映
画
監
督
と
し
て
も
う
す

で
に
何
本
も
映
画
を
撮
ら
れ
て
き
て
い
る
わ

け
で
す
が
、『
ユ
キ
と
ニ
ナ
』
で
子
ど
も
の

世
界
を
撮
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
ど
ん
な
経

緯
か
ら
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
？

 

│
東
京
造
形
大
で
教
え
て
ら
っ
し
ゃ
る
わ

け
で
す
が
、
学
生
た
ち
に
つ
い
て
は
ど
う
見

て
ら
れ
ま
す
で
し
ょ
う
か
？　

彼
ら
も
ま

た
、
か
な
り
な
程
度
、
他
者
だ
と
思
う
ん
で

す
が（
笑
）。

 

メディア・アートって、いったいなんなのだろう？
既存の映像作品となにが違っているんだろう？　

そこからなにか新しいことは生まれてくるんだろうか……。
ディジタル時代に突入したというのに、

まだぼくたちはその全貌どころかプロフィールさえも知らずにいる。
それなら誰かに訊いてみよう。

おっ、この人なら……と思って白羽の矢を立てたのが、
ちょうどいま『ユキとニナ』が全国公開中の諏訪敦彦監督だった。
東京造形大学学長にして映画作家、ふたつの貌をもつ諏訪監督なら、

なにかヒントをもらえるかもしれない。
映画の『ユキとニナ』のプロモーション、ベルリン映画祭参加、

しかも新学期に向けての会議漬け……
忙しいなか、時間を割いていただいた。

│
い
ま
や
デ
ィ
ジ
タ
ル
時
代
に
突
入
し
て

い
る
わ
け
で
す
が
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
と
ア
ー
ト

の
関
係
と
い
う
こ
と
で
い
く
と
、
そ
こ
に
な

に
か
変
化
を
感
じ
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

 

│
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
は

そ
こ
に
風
穴
を
開
け
ら
れ
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
?!

 

│
そ
こ
に
教
育
は
な
ん
ら
か
関
与
で
き
る

も
の
か
、
あ
る
い
は
教
育
が
為
す
べ
き
も

の
っ
て
い
う
の
は
、
そ
こ
に
あ
る
ん
で
し
ょ

う
か
？

 

 

お
話
を
う
か
が
っ
て
ゆ
く
う
ち
、〈
メ
デ
ィ

ア
・
ア
ー
ト
〉
を
超
え
て
〈
ア
ー
ト
〉
と
い

う
も
の
の
根
源
へ
と
降
り
て
き
て
し
ま
っ

た
。
果
た
し
て
、
少
し
は
問
題
点
ら
し
き
も

の
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
混
迷（
社
会
の
？
）を
深
め
て
し

ま
っ
た
だ
ろ
う
か
。
映
画
と
ア
ー
ト
と
教
育

と
を
、
ほ
ん
の
少
し
考
え
て
も
ら
え
る
き
っ

か
け
に
で
き
れ
ば
い
い
の
だ
が
…
…
。

■『ユキとニナ』　Yuki & Nina

2009年、フランス=日本合作映画、カラー、93分
監督・脚本：諏訪敦彦、イポリット・ジラルド　撮影：ジョゼ・デエー／音楽：フォーレン・オフィス
美術：エマニュエル・ド・ショーヴィニ、ヴェロニク・ベロネウ、鈴木千奈
衣装：ジーン=チャルリーン・トムリン、小林身和子
製作総指揮：澤田正道　共同製作：クリスティナ・ラーセン、定井勇二
出演：ノエ・サンピ、アリエル・ムーテル、イポリット・ジラルド、ツユ、マリリン・カント、森康子、今泉百香
3月5日まで、京都シネマにてロードショー上映中。
神戸アートビレッジセンターにて、4月10日より23日まで上映予定。ほか全国順次ロードショー公開。
公式サイト：http://bitters.co.jp/yukinina

■杉原賢彦（すぎはら・かつひこ）　 ■諏訪敦彦（すわ・のぶひろ）　1960年5月28日広島県
生まれ。映画監督、東京造形大学学長。東京造形大学在
学中よりインディペンデント映画の制作を始め、『はなされ
るGANG』がぴあフィルムフェスティバルに入選。卒業後が
石井聰瓦監督、山本政志監督らにつき、'96年、『２／デュ
オ』で長編デビュー。'99年の第2作『M/OTHER』がカン
ヌ映画祭で国際批評家連盟賞を受けるなど高い評価を得る。
『二十四時間の情事』を自由にリメイクした『H Story』（'01
年）を経て、'05年にはフランスで『不完全なふたり』を撮り
話題となる。そして'09年、フランスと日本にまたがって子
どもの世界を描いた『ユキとニナ』を発表。また、'08年に
より母校、東京造形大学の学長に就任。

©Yoshi OMORI

諏訪敦彦  映画監督 聞き手・文：杉原賢彦  映画批評家

What
is

Media Art ?

©Yoshi OMORI

『ユキとニナ』演出中の諏訪敦彦監督（左）と
イポリット・ジラルド監督



7April 2010—8 —April 2010

 C
O

N
-C

A
N

 M
O

V
IE

 FE
ST

IVA
L

5

4

C
O

N
-C

A
N

 

2

3

5

SIX

 

1

SIX

4

60

  
C
O

N
-C

A
N

SIX

2

（写真左）多数の映画関係者、一般観客が訪れたロッテルダム国際映画祭

（写真中）ロッテルダム国際映画祭上映会場

（写真右）「SIX」が短編部門（Spectrum）に入選し、映画祭から招待された
 チャーラ監督（左）とギヨーム監督

（写真左）
ロカルノ映画祭にて。

（左より）フィリップ氏（ロカルノ映画祭）、
ギヨーム監督、吉野眞弘メディア総研社長、
谷元ディレクター、チャーラ監督（トルコ）

（写真右）
「SIX」の上映チラシ

▶

International Film Festival
◀（写真左）ベルリン国際映画祭短編部門上映会場

　（写真右）ベルリン国際映画祭映画見本市

谷元浩之  TANIMOTO-Hiroyuki

CON-CAN国際短編映画祭 フェスティバル・ディレクター
京都国際インディーズ映画祭 プログラミング・ディレクター
京都メディア・アート・ラボ設立準備委員会 監事

『SIX』：
SIXは

、第
５回

CON-CANム
ービー

・フェ
スティ

バルで
の受
賞で
来

日した
監督
、CON-CAN、そ

してパ
ナソニ

ック株
式会
社によ

るHDカ
メラの

プロモ
ーショ

ン共同
企画の

一環と
して制

作され
、３日

間で構
想から

撮影と
いう、

通常と
かけ離

れたス
ケジュ

ールの
中、東

京都と
Studio DUの

協力の
元、メ

ディ

ア総合
研究
所初プ

ロデュ
ース作

品とし
て制作

された
。

ストー
リー：

新宿
ゴール

デン街
にある

老舗
バー「

ジュテ
」。マ

マが不
在の
中、

見ず知
らずの

５名の
男女
が共に

バーで
一夜
を飲ん

で過ご
す。
出演
者は、

全員

素人
。台詞

も無く
、全て

その場
でのア

ドリブ
、即興

劇とな
ってい

る。
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京都は、日本のicon

 Times Changed !

◎
今 

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は

　

違
う
次
元
へ
の
進
化
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ix
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itte

r

U
stream

 

ico
n

 

常吉哲郎  TSUNEYOSHI-Tetsuro

デジタルコンテンツ制作プランナー

2010年2月20日、
常吉氏を講師に招き、京町家室町遊子庵で
京都メディア・アート・ラボ主催の特別講演が開催された。
参加者はマスコミ業界、通信業界、出版社、一般企業、
教員、学生などさまざま。
講演後、急速に変化するネット社会をテーマに行われた
常吉氏と多数の参加者とのディスカッションも
大いに盛り上がり、満足度の高い講演会となった

◎
産
官
学
が
知
識
を
共
有
し

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＝
改
革
を

  

◎
連
携
か
ら
生
ま
れ
る

　

新
た
な
展
開
に
期
待

 

頭脳と感性の融合・映像プラットフォーム

        Unexpected is the key.

梅原　豊  UMEHARA-Yutaka

京都府府民生活部府民力推進課 参事

 

◉京都メディア・アート・ラボの設立にあたって
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◎
皮
膚
感
覚
に
迫
る 

映
像
の
力
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高嶋加代子  TAKASHIMA-Kayoko

京都ラジオカフェ株式会社 企画室長
NPO法人遊プロジェクト京都 理事長
京都メディア・アート・ラボ設立準備委員会 副代表

複合メディアから抽出するもの

 Image + Visual Language

◎
「
遊
」
の
気
持
ち
で

　

メ
デ
ィ
ア
の
可
能
性
を
探
る

 

■活動経緯 

 2006  6   •

 2007 10   • 

 2008    • 

 2009  4   • 

    • 

  5   •

    • 

  6   • 2008

  8   • 

Six

  10   • 

  11   • 

  12   • 
CON-CAN  

 2010  2   • 

  3   • DVD

 

■メディアラの目的 

2 http://rank.export-japan.co.jp/

IT Information Technology
2009 67 3000

◉京都メディア・アート・ラボの設立にあたって

■活動内容 
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▼京都メディア・アート・ラボ設立の歩み・今後の目標
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■杉原賢彦（すぎはら・かつひこ）　1962年兵庫県生
まれ。映画批評家、慶應義塾大学講師。日本フィル
ムアート社「シネ・レッスン」シリーズや『アートを書く！』
などにおいて、映画および映画批評に関する考察を執
筆。また、紀伊國屋書店発売DVDの解説を多く手が
けているほか、IVCフランス文芸DVDシリーズの解説
も執筆。それに並行して、慶應義塾大学、目白大学
などで映像／映画に関する講義を担当。

■谷元浩之（たにもと・ひろゆき）
CON-CANムービー・フェスティバルディレ
クター。南米グアテマラ生まれコロンビア育ち。
日本と南米を行き来する生活を送った。大学
はボストンのタフツ大学にて芸術文化を専攻。
卒業後、ニューヨークで映像業界に入り、フ
ジサンケイ系テレビ報道番組の映像編集など
を担当、9.11の際は他の日系番組の制作も
サポートした。当時、画期的な国際映画祭で
あった「RESFEST」に影響を受け、次第に映
画祭の世界に関わるように。形式、ジャンル
を問わず、常に新しい文化価値を顕在化して
いる映像作品を探している。自らも趣味でアー
ト映像の制作をしており、最近製作担当した
作品は、プラハ国立美術館のパーマネント・
コレクションに入った。

■吉野眞弘（よしの・まさひろ）　1946年宮崎県生まれ。早稲田大学理
工学研究科大学院修士課程卒。株式会社メディア総合研究所代表取締
役社長。CON-CANムービー・フェスティバル実行委員長。1993年に
メディア総合研究所を設立。翻訳、IT、映像、教育、出版、国際、エンター
テイメント、人材支援の8つの事業を展開。2005年「CON-CANメディ
ア・プラザ」を開設。インターネットを通して世界の短編映画を世界の視
聴者と共有できる「CON-CAN MOVIE FESTIVAL」を立ち上げる。以来、
開催数は6回を数え、応募総数は世界77カ国から2100作品を超える。

■広瀬之宏（ひろせ・ゆきひろ）　1952年京都府南丹市生まれ。大阪芸術大学デザイン学科卒。クリエイティブ・ディレクター。
有限会社ハーディセカンド代表。京都国際インディーズ映画祭代表神戸女学院大学非常勤講師。広告制作、編集、出版、イベント、
商品開発などのクリエイティブ活動の他、行政の地域振興計画策定、環境計画などの企画運営コンサルや障害者福祉の運営計画な
どに携わる。自然環境や教育、アートをテーマにした活動など多彩。美術文化展奨励賞、グッドデザイン賞、国立大学優秀広報誌
表彰・最優秀賞・最優秀デザイン賞受賞など多数。現在、映像制作をはじめ自然環境とアート、教育を基軸に世界ネットのインディー
ズ映画の動画配信を仕掛け、ネットテレビ局・京都メディア・アート・ラボ（京都府支援事業）の事業化やデジタル教科書コンテン
ツの制作を進めている。著書に、点字と絵本の同時訳本「友だちがきました」、「答えは一つとは限らない」（遊タイム出版）など。

■常吉哲郎（つねよし・てつろう）　出版社（技術評論社）勤務時代の1990年前
後よりDTP、CD-ROM等デジタルによるメディアの企画やリサーチ、マーケティ
ング調査や出版に携わる。その後、全日空グループのデジタルメディア開発部門
に所属（ANAビジネスクリエイト）。ANA乗員教育のCBT（Computer Based 
Training）化に従事。インターネット市場の拡大に伴い、ANA及びグループウェ
ブサイトの構築・運用、サービス企画やデジタル映像を使った企業内トレーニング
システムの開発等に従事する。その後、サイトデザインを中心にインターネットの
ソリューション開発を手がける株式会社アトムの取締役として、同社のインターネッ
ト事業サービス開発を行う。EPGサービスを提供する事業会社（オンティービー株
式会社）や動画・写真の投稿・共有機能を提供する事業会社（株式会社フリップ・
クリップ）などを担当。現在、東京キー局デジタルコンテンツ制作部門にて、インター
ネット関連新規事業に関わっている。

■高嶋加代子（たかしま・かよこ）
教育図書の出版社編集部を経て、地域情報誌
編集部に勤務。多くの特集企画を手がけた後、
2000年から番組制作会社へ。FM797設立
と同時に、京都ラジオカフェ株式会社企画室
長に就任。NPO法人京都コミュニティ放送
理事。NPO法人遊プロジェクト京都理事長。
現在、映像も視野に入れた市民メディアの仕
組みづくりに参画、活動中。

■梅原 豊（うめはら・ゆたか）　大阪府生まれ。現在京都府庁勤務。2005年、
早稲田大学大学院公共経営研究科修士課程卒業。国際交流の仕事やアクション
プランの総括や中期ビジョンの作成などに従事。2007年から、人と人とのつな
がりをつくり、住民自治の社会をつくるため、地域力再生プロジェクト（http://
www.pref.kyoto.jp/chiikiryoku/index.html）を担当するとともに、京都の食
文化を発信する「京都味わい物語」（http://www.kyotoajiwai.net/）を、民間の
人たちと協働して実践中。2009年からは同志社大学政策学部の嘱託講師も担当。

■今井悟朗（いまい・ごろう）　1967年長野県生まれ。㈱映像システムディレクター。
AV、IT、ネットワークなどのシステムインテグレーションの営業を20年従事。大
学を中心とした教育市場、法人、公共、医療などの各種市場に対するシステム提
案、コンサルに携わる。特に教育市場に関わる事が最も長く、各種学会にも参加。
京都メディア・アート・ラボにおいては、京都国際インディーズ映画祭や教育分野
に関する企画提案、イベントの技術的な側面を支援。㈱映像システム京都営業所
も昨年開設し、様々な活動展開中。

■岡田賢三（おかだ・けんぞう）
1959年生まれ。大阪写真専門学校映画科卒。
日本撮影監督協会会員。撮影監督。京都映
画（現：松竹京都映画）で必殺シリーズに青春
を捧げる。工藤栄一を敬愛し、師匠・石原興
の天才的なキャメラワークに心酔する。フリー
となり、21ムービーカンパニーの屋号で活動し、
「男たちのYAMATO」、「ラストゲーム─最後
の早慶戦」などに参加。「0からの風」で高い
評価を得る。現在、様々な仕事をこなし、映
像の職人を目指す。

■佐々木伸也（ささき・しんや）　徳島県出身。新風館副館長。高校卒業後、京
都の「いづくら帯」にて、帯の図案の仕事を手掛ける。その後、グラフィックデザ
イン事務所を個人的に立ち上げ「マハラジャ京都」、「マハラジャクラブ」、「ビーム
ス京都店」などの、ポスターの制作・企画などにも携る。ドキュメンタリー映画「地
球交響曲～ガイアシンフォニー～」の龍村監督と出会い、「ガイアシンフォニー1番」
から、PRなどの手伝いなど映画の普及に携る。2000年からは「新風館」のプロジェ
クトに関わり、現在に至る。

■若松吉己（わかまつ・よしみ）　1965年兵
庫県生まれ。有限会社セカンドステージ代表。
関西舞台テレビテクノ＆アート協同組合会員。
舞台機構調整技能士（国家試験）検定委員。
音響、照明、イベント制作、ライブハウス、
バンケット部門から舞台に関する総合演出に
関わり、企業の映像制作、ライブ中継をハイ
ビジョンでプロデュースする。映画館で映像を
取り入れたコンサートでは音響はサラウンド、
照明はLED、映像はライブ中継を無人システ
ムでカメラマンなしで演出。デジタルを駆使し、
「ライブ」と「映像」の融合を「最先端」と「伝
統」で表現することに挑戦している。

■川端一実（かわばた・ひとみ）　1978年大阪生まれ。関西大学総合情報学
部総合情報学科卒。卒業後、出版・編集業務に携わった後、現在、有限会社
ハーディセカンド所属。グラフィックデザイナー＆エディターとして様々な出版
企画、編集デザインの制作に携わる。主な出版編集に「シゲコが在った日」、「国
際通訳シンポジウム」など。京都国際インディーズ映画祭、京都メディア・アート・
ラボの活動、デジタル教科書のコンテンツ制作など新時代に向けたニューメディ
アの可能性に挑戦中！
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